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カンジダ酵母の遺伝子の組換え技術に恭づく機能解析
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研究成果
カンジダにおけるクオラムゼンシングに関する遺{云
子，ステロール代謝に関する遺伝子，細胞壁合成遺伝子
に関する遺伝子，解糖系， n手吸系に関する遺伝子などに
ついて遺伝子発現の効果的な誘導系が確立でき，形態変
換初期に関わる興味ある遺伝子群の発現動態を解析進行
中である.
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